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レセプトに収載されるデータの特性について
～各種レセプトデータベースの長所と短所～

近年、NDBやDPCなどの大規模レセプトデータベースが一定の条件下で公
開されるようになったことや、複数の保険者や医療機関から収集したレセプト
データ等を用いた商用大規模レセプトデータベースが各種研究に活用される
ようになりました。レセプトデータは保険診療を通じて集積されるものであり、
一般的な調査研究で収集されるデータとは異なる特性を有しています。また、
各種の大規模レセプトデータベースにはそれぞれ特徴があります。今回、25
年以上のレセプトデータ分析経験から得たレセプトデータを研究に用いる上
でのポイントを紹介させていただきます。

2021年2月18日(木) 18:00-19:30
久留米大学バイオ統計センターコンピュータ室 (医学部 B棟7階)

対面形式＆
WEB配信(LIVE)

下記メールアドレスへ、件名「2/18公開セミナー受講希望」、メール内容に⽒名、所属、
職名をご記⼊の上、前⽇までにお申し込みください。お申込みメール返信でWEB配信
URLをお送りします。ZOOMでLIVE配信のみ⾏います。⼊室の際、ZOOM表⽰名は、申
込み⽒名(漢字、ひらがな、カタカナ、ローマ字)と同⼀にしてください。お申込み者と確認で
きない場合、受講をご遠慮いただきます。対⾯形式への参加はお申込み不要です。

WEB配信お申込み
お問い合わせ

久留⽶⼤学バイオ統計センター公開セミナー係
biostat_seminar@med.Kurume-u.ac.jp

WEB申込方法


